職種：金型設計　　職務：金型設計
【概要】

　金属等の原料をはさんで強くプレスすることで、まったく同じ形のものを大量に作る金属プレス加工の金型を、精密に設計する仕事。

【仕事の内容】

　金属をプレス加工する金型の場合は、１回のプレスで出来あがるものと、何工程ものプレスをするものなど様々な種類がある。複雑な形を作り出す金型の場合は、金型の製造を担当する部門のスタッフと細かな打ち合わせを重ねて、設計を進める。また金型設計士は、出来あがった金型での試作に立ち会い、設計どおりの精度が出ているかどうかを確認する。原料のロスの少ない、スムースに生産が出来る金型を高い精度で実現する仕事である。
【求められる経験・能力】

（１）設計に役立つ科目のある工業高校、高等工業専門学校、大学などを卒業した後、金型を専門に製造する会社や、プラスチックや金属の加工機械の製造会社などに入社して、設計部門に配属され、金型設計士になるのが一般的である。
（２）技能検定（機械・プラント製図）の資格（１級、２級、３級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（３）CADができることが望ましく、3DCADソフトだけでなく、案件によっては2CADデータを3DCADデータに変換する、またはその反対など、3次元化のスキルが必要となることもある。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定

機械・プラント製図（機械製図手書き作業）（１級・２級・3級）

機械・プラント製図（機械製図CAD作業）（１級・２級・3級）

金型製作職種（特級）
金型製作職種（プレス金型製作作業）（１級・２級）

金属プレス加工職種（特級）
金属プレス加工職種（金属プレス作業）（１級・２級）
· プレス機械作業主任者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

５５２　金属プレス工　　５５９　その他の金属加工の職業
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